
1

発行・佐倉市議会　編集・広報公聴委員会　〒285-8501　佐倉市海隣寺町97番地　TEL043-484-6254　FAX043-486-2508
佐倉市ホームページ　http://www.city.sakura.lg.jp　 メールアドレス　gikai@city.sakura.lg.jp

2018年5月1日
〈平成30年〉

No.88

郵便・メール・FAXでのご意見、ご感想をお待ちしております。

会期　２月19日～３月19日
　

佐
倉
市
議
会
は
、
２
月
19
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の
29
日
間
に
わ
た
り
、
平
成
30
年
２
月
定
例
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
「
平
成
30
年
度
佐
倉
市
一
般
会
計
予
算
」
や
「
平
成
29
年
度
佐
倉
市
一

般
会
計
補
正
予
算
」
な
ど
議
案
36
件
と
諮
問
２
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
議
案
第
20
号
は
修
正

可
決
、
そ
の
他
の
議
案
は
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、「
裁
量
労
働
制
及
び
そ
の
拡
大
に
反
対
す
る
意
見
書
」
な
ど
９
件
が

提
出
さ
れ
、
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
、
各
会
派
の
代
表
質
問
に
４
人
、
個
人
質
問
に
12
人
が
登
壇
し
、
市
政
に
つ

い
て
広
範
囲
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

２月定例会 平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　

４
８
１
億
１
１
０
０
万
円

佐
倉
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
は
修
正
可
決

平 成 30 年 度 各 会 計 の 予 算 額

予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

平
成
30
年
度
予
算
を
審
査

　

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
、
各
特

別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
の
予
算
審

査
を
行
う
た
め
、
予
算
審
査
特
別
委

員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
選
出
し
た

委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。　

　
　

　

◎
押
尾
豊
幸　

〇
岡
村
芳
樹

　
　

木
崎
俊
行　
　

敷
根
文
裕

　
　

高
木
大
輔　
　

平
野
裕
子

　
　

久
野
妙
子　
　

橋
岡
協
美

　
　

大
野
博
美　
　

石
渡
康
郎

　
　

村
田
穣
史

（
◎
…
委
員
長
、
○
…
副
委
員
長
）

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、
４
日
間
に
わ
た
り
担
当
部
課
長
な
ど
か

ら
の
説
明
を
受
け
、
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

定
例
会
最
終
日
の
本
会
議
場
に
お
い
て
、
押
尾
豊
幸
委
員
長
か
ら
審

査
結
果
報
告
が
あ
り
、
次
の
３
点
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

●
毎
年
経
常
的
に
実
施
す
る
事
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
積
算
根
拠
を

変
更
し
た
こ
と
に
よ
り
大
幅
な
減
額
と
な
っ
て
い
る
事
業
が
見
受
け

ら
れ
た
。
経
年
変
化
に
よ
る
分
析
が
で
き
ず
実
態
把
握
が
困
難
に
な

る
こ
と
か
ら
、
根
拠
を
変
更
す
る
場
合
は
基
準
や
理
由
を
明
確
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

●
公
有
財
産
購
入
な
ど
の
臨
時
的
な
予
算
に
つ
い
て
は
、
限
ら
れ
た
時

間
内
で
十
分
な
審
査
が
行
え
る
よ
う
積
算
根
拠
と
な
る
資
料
の
事
前

提
出
な
ど
丁
寧
な
説
明
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
子
ど
も
の
貧
困
は
大
き
な
社
会
的
課
題
で
あ
り
、
そ
の
要
因
は
各
家

庭
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
子
育
て
支
援
や
生
活
支
援
な
ど
、
総
合
的
な

支
援
が
行
え
る
よ
う
組
織
横
断
的
な
取
り
組
み
が
で
き
る
体
制
づ
く

り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
相
談
窓
口
の
一
本
化
に
つ
い
て
検
討
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

全員協議会室での審査

※会計名の丸数字は議案番号
会計名 予算額

①一般会計 ４８１億１，１００万円　　　(＋　２. ６％ )

特
別
会
計

②国民健康保険 １８２億２，９０７万８千円　(－１７. ３％ )
③公共用地取得事業 ３１０万６千円　(＋１２. ７％ )
④農業集落排水事業 ２，７３８万５千円　(＋２５. ７％ )
⑤介護保険 １１６億　 ７９１万６千円　(＋　２. ４％ )
⑥災害共済事業 ５３６万１千円　(＋　０. ３％ )
⑦後期高齢者医療 ２２億６，４８７万２千円　(＋１２. ８％ )

総合計 ８０２億４，８７１万８千円　(－　２. ５％ )
会計名 収益的収入 収益的支出

⑧水道事業会計
４０億８，０２８万４千円 ３７億７，６１８万８千円

資本的収入 資本的支出
１億４，３６３万円　　 ２２億１，６８８万７千円

会計名 収益的収入 収益的支出

⑨下水道事業会計
４１億５，２１６万４千円 ３７億３，７８３万５千円

資本的収入 資本的支出
５億８，１０９万７千円 １３億８，１３１万円 　

自
主
財
源

❶市税 ２３８億５，６９３万２千円

❷繰入金 ３１億５，３１７万２千円
❸分担金及び負担金ほか ２１億　５８０万８千円

依
存
財
源

❹国庫支出金 ６７億９，５１１万９千円
❺県支出金 ３４億２，９４６万９千円

❻市債 ２９億　　５０万円

❼地方消費税交付金 ２７億３，０００万円

❽地方交付税 １９億１，０００万円

❾地方譲与税ほか １２億３，０００万円

❶民生費 １９７億８，５７３万６千円
❷総務費 ６２億８，０４１万２千円
❸教育費 ６０億９，９０４万９千円
❹衛生費 ４２億８，１７０万６千円
❺土木費 ４１億３，４６１万９千円
❻公債費 ２９億６，０８９万円
❼消防費 ２８億５，８８５万３千円
❽農林水産業費 ７億１，５３０万４千円
❾商工費 ４億９，９８４万３千円
➓議会費 ４億１，４５３万８千円
●11その他 ８，００５万円

①一般会計（４８１億１，１００万円）の内訳
〔歳  入〕 〔歳  出〕

❾地方譲与税ほか
2.6% �その他 0.2%

自主財源
60.5%

依存財源
39.5%

❶市税
49.6%

❷繰入金
6.6%

❸分担金及び
　負担金ほか

　　　　　4.4%

❹国庫支出金
　14.1%

❺県支出金
　7.1%

❻市債 6.0%

❼地方消費税交付金
　5.7%

❽地方交付税 4.0%

❶民生費
41.1%

❷総務費
13.1%

❸教育費
12.7%

❹衛生費
8.9%

❺土木費
8.6%

❻公債費 6.2%
❼消防費 5.9%
❽農林水産業費 1.5%

❾商工費 1.0% �議会費 0.9%❾地方譲与税ほか
2.6% �その他 0.2%

自主財源
60.5%

依存財源
39.5%

❶市税
49.6%

❷繰入金
6.6%

❸分担金及び
　負担金ほか

　　　　　4.4%

❹国庫支出金
　14.1%

❺県支出金
　7.1%

❻市債 6.0%

❼地方消費税交付金
　5.7%

❽地方交付税 4.0%

❶民生費
41.1%

❷総務費
13.1%

❸教育費
12.7%

❹衛生費
8.9%

❺土木費
8.6%

❻公債費 6.2%
❼消防費 5.9%
❽農林水産業費 1.5%

❾商工費 1.0% �議会費 0.9%
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中な
か

村む
ら

孝こ
う

治じ

平
成
30
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

 

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
社

会
保
障
関
連
経
費
の
増
加
等
厳
し
い

財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
る
中
、
ど
の

よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
予
算
編
成
し
た

の
か
。

 

経
常
的
経
費
は
要
求
上
限
を
設

け
精
査
し
、
政
策
的
経
費
は
市
民
の

安
全
安
心
を
最
優
先
す
る
と
と
も
に

必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
確
保

を
目
指
し
、
予
算
計
上
し
た
。

 

予
算
編
成
方
針
に
あ
っ
た
「
選

ば
れ
る
ま
ち
」
と
な
る
よ
う
総
合
戦

略
の
目
標
実
現
に
資
す
る
内
容
か
。

 

総
合
戦
略
、
後
期
基
本
計
画
に

掲
げ
た
施
策
を
着
実
に
推
進
し
、
選

ば
れ
る
ま
ち
佐
倉
を
目
指
し
た
事
業

に
積
極
的
に
取
り
組
む
内
容
と
し
た
。

地
域
自
治
振
興
施
策
の
見
直
し
に
つ

い
て

 

施
策
全
体
の
体
系
化
を
図
る
た

め
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
見
直
し
が
必

要
と
思
う
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

 

今
後
の
地
域
自
治
振
興
に
係
る

制
度
改
善
に
向
け
て
、
来
年
度
半
ば

を
目
途
に
自
治
会
・
地
域
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
機
能
・
役
割
分
担
を
再

整
理
し
、
抜
本
的
な
見
直
し
を
図
る
。

（
仮
称
）
佐
倉
図
書
館
等
新
町
活
性

化
複
合
施
設
に
つ
い
て

 

図
書
館
建
設
に
向
け
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

来
年
度
、
基
本
設
計
及
び
実
施

設
計
に
着
手
し
、
平
成
33
年
度
中
の

開
館
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て
い
き

た
い
。

（
仮
称
）
佐
倉
西
部
自
然
公
園
に
つ

い
て

 

自
然
環
境
を
保
全
し
て
い
く
た

め
の
方
向
性
を
伺
う
。

 

施
設
等
整
備
に
よ
る
環
境
へ
の

影
響
や
ヤ
ー
ド
対
策
等
に
つ
い
て
も
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
地
権
者
・
有

識
者
等
に
よ
る
会
議
の
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
十
分
な
配
慮
を
持
っ

て
進
め
て
い
き
た
い
。

 

ヤ
ー
ド
対
策
や
不
法
投
棄
の
防

止
等
、
地
権
者
の
た
め
に
も
市
が
責

任
を
も
っ
て
用
地
取
得
す
べ
き
と
考

え
る
。

小
中
学
校
等
普
通
教
室
の
空
調
設
備

の
整
備
に
つ
い
て

 

現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
予

定
を
伺
う
。

 

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
よ
り
短
期
間
で

全
学
校
一
斉
整
備
す
る
予
定
で
、
平

成
31
年
９
月
を
目
途
に
整
備
完
了
す

る
よ
う
取
り
組
む
。

大お
お

野の

博ひ
ろ

美み

南
高
全
日
制
と
東
高
定
時
制
の
２
０

２
２
年
度
廃
止
に
つ
い
て

 

南
高
全
日
制
に
は
毎
年
市
内
か

ら
50
〜
60
人
進
学
し
て
い
る
。
廃
止

さ
れ
る
と
市
内
の
全
日
制
高
校
が
一

つ
減
る
。
受
験
に
影
響
は
出
な
い
か
。

 

南
高
に
は
三
部
制
定
時
制
が
新

設
さ
れ
、
午
前
、
午
後
、
夜
間
の
三

部
で
授
業
が
行
わ
れ
る
。
午
前
部
と

午
後
部
を
受
け
れ
ば
全
日
制
と
同
じ

く
３
年
間
で
卒
業
で
き
る
。
全
日
制

高
校
が
減
少
す
る
と
は
考
え
な
い
。

 

乱
暴
な
議
論
だ
。
全
日
制
は
１

日
を
一
つ
の
流
れ
で
過
ご
す
。
放
課

後
が
あ
り
、
部
活
等
で
友
達
と
一
緒

に
過
ご
せ
る
。
三
部
制
は
単
位
制
で

１
日
を
３
分
割
す
る
の
で
放
課
後
が

な
い
学
校
。
全
日
制
と
は
全
く
違
う
。

今
年
西
高
の
競
争
率
が
過
去
４
年
間

で
最
高
。
影
響
は
既
に
出
て
い
る
。

 

競
争
率
に
つ
い
て
推
計
で
は
言

え
な
い
。
今
の
状
況
は
一
般
的
だ
。

 

佐
倉
の
中
学
生
の
こ
と
を
も
っ

と
心
配
し
て
ほ
し
い
。
東
高
定
時
制

は
熱
心
な
指
導
と
交
通
の
便
で
人
気

が
高
い
。
南
高
に
定
時
制
が
移
さ
れ

た
場
合
、
夜
間
部
は
バ
ス
便
が
少
な

く
京
成
佐
倉
ま
で
は
徒
歩
で
１
時
間
、

バ
ス
代
も
１
カ
月
９
千
３
百
円
か
か

り
通
え
な
い
子
ど
も
た
ち
が
増
え
る
。

 

印
旛
地
区
内
の
高
校
の
多
く
は

不
便
な
場
所
に
あ
る
が
、
生
徒
は
電

車
を
乗
り
継
ぎ
自
転
車
で
登
校
す
る
。

学
ぶ
に
は
少
し
は
自
分
自
身
に
負
荷

が
か
か
る
こ
と
も
必
要
だ
。

 

そ
れ
は
全
日
制
の
場
合
で
定
時

制
で
は
な
い
。
夜
間
、
バ
ス
も
な
い

生
徒
が
心
配
。
教
育
環
境
を
整
備
す

る
の
が
教
育
長
と
し
て
の
責
任
だ
。

萩は
ぎ

原わ
ら

陽よ
う

子こ

平
和
条
例
に
基
づ
く
施
策
に
つ
い
て

 

佐
倉
市
平
和
都
市
宣
言
は
軍
縮

の
推
進
、
核
兵
器
禁
止
と
廃
絶
を
目

指
し
て
最
大
の
努
力
を
す
る
と
し
て

い
る
。
ど
ん
な
形
で
施
策
に
反
映
し

平
和
に
貢
献
し
て
い
く
考
え
か
。

 

戦
争
を
知
る
世
代
が
高
齢
と
な

り
、
地
域
の
戦
争
の
記
憶
を
次
代
に

引
き
継
ぐ
事
業
の
充
実
を
図
り
た
い
。

 

平
和
都
市
宣
言
の
看
板
が
駐
車

場
整
備
を
機
に
撤
去
さ
れ
た
ま
ま
だ

が
、
い
つ
設
置
す
る
の
か
。

 

関
係
部
局
と
協
議
し
検
討
す
る
。

公
民
館
有
料
化
と
運
営
に
つ
い
て

 

昭
和
48
年
に
市
民
は
無
料
と
条

例
に
定
め
た
が
、
そ
の
理
由
は
。

 

社
会
教
育
法
が
成
立
し
、
学
校

教
育
以
外
の
社
会
教
育
を
振
興
す
る

目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

 

社
会
教
育
施
設
と
し
て
の
公
民

館
の
設
置
目
的
を
行
政
改
革
懇
話
会

に
説
明
し
て
い
る
か
。

 

教
育
委
員
会
か
ら
は
説
明
せ
ず
。

 

公
民
館
職
員
の
業
務
量
が
増
え

人
件
費
が
増
加
す
れ
ば
、
有
料
化
の

提
案
根
拠
が
崩
れ
る
こ
と
に
な
る
。

 

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
を

い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
た
い
。

 

45
％
も
の
利
用
減
少
が
見
込
ま

れ
る
有
料
化
は
市
民
活
動
を
抑
制
し

縮
小
す
る
も
の
で
、
撤
回
す
べ
き
。

学
童
保
育
の
運
営
に
つ
い
て

 

指
定
管
理
の
場
合
、
募
集
要
件

で
質
を
担
保
す
る
方
策
は
あ
る
か
。

 

運
用
実
績
を
要
件
設
定
し
た
い
。

 

学
童
関
係
者
か
ら
は
待
遇
改
善

の
要
望
が
多
く
出
さ
れ
て
い
る
。
指

導
員
の
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
が

学
童
保
育
の
質
に
つ
な
が
る
。

橋は
し

岡お
か

協き
ょ

美う
み

定
住
人
口
確
保
の
た
め
の
予
算

 

新
年
度
予
算
は
定
住
人
口
確
保

の
た
め
の
予
算
と
な
っ
て
い
る
か
。

 

市
内
５
カ
所
目
と
な
る
子
育
て

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
産
婦

健
康
診
査
事
業
を
新
規
実
施
す
る
。

建
物
寿
命
残
り
17
年
の
市
庁
舎

 

建
て
替
え
の
検
討
を
始
め
る
時

期
と
し
て
早
す
ぎ
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ

と
考
え
る
。
現
状
を
伺
う
。 

 

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

方
針
を
踏
ま
え
対
応
し
て
い
く
。

相
続
登
記
の
推
進
に
よ
る
所
有
者
不

明
の
土
地
対
策

 

不
動
産
登
記
の
あ
り
方
や
土
地

所
有
者
の
責
務
の
明
確
化
な
ど
国
の

動
向
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
を
伺
う
。

 

所
有
者
の
検
索
手
段
合
理
化
や

土
地
活
用
の
手
段
簡
略
化
な
ど
国
の

動
向
を
注
視
し
適
正
に
対
処
す
る
。

管
工
事
道
路
復
旧
と
道
路
維
持
補
修

 

管
を
埋
設
す
る
工
事
と
道
路
補

修
の
時
期
を
合
わ
せ
る
課
題
を
伺
う
。

 

道
路
掘
削
連
絡
協
議
会
で
の
情

報
共
有
と
工
事
の
発
注
方
法
な
ど
を

検
討
し
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
る
。

家
庭
ご
み
収
集
中
の
６
件
の
火
災

 

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
の
ボ
ン
ベ
に

穴
を
あ
け
て
捨
て
る
な
ど
ゴ
ミ
捨
て

の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
啓
発
を
伺
う
。

 

広
報
や
小
学
生
の
清
掃
工
場
見

学
を
啓
発
の
機
会
と
し
て
活
用
す
る
。

地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
つ
い
て

 

地
域
の
た
め
に
汗
を
流
し
て
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

方
々
の
環
境
づ
く
り
を
伺
う
。

 

地
域
に
出
向
き
、
活
動
し
て
い

る
方
の
思
い
を
身
近
に
感
じ
、
形
に

で
き
る
よ
う
行
動
し
て
い
く
。

医
療
と
介
護
の
連
携
に
つ
い
て

　
「
わ
た
し
ら
し
く
生
き
る
を
支

え
る
手
帳
」
の
活
用
を
伺
う
。

 

生
き
方
や
療
養
に
関
す
る
希
望

を
本
人
と
家
族
が
話
し
合
う
き
っ
か

け
づ
く
り
で
活
用
す
る
。

（
徳
永
由
美
子 

関
連
質
問
）

 

難
聴
学
級
の
開
設
と
専
門
の
教

員
の
配
置
に
つ
い
て
伺
う
。

 

難
聴
学
級
を
設
置
し
、
教
員
も

配
置
の
予
定
で
あ
る
。

 

特
別
支
援
学
級
の
ク
ラ
ス
と
児

童
数
が
増
え
、
支
援
員
の
増
員
が
必

要
で
は
な
い
か
。

 

増
員
の
予
定
は
な
い
が
担
任
と

連
携
し
指
導
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

 

小
学
校
の
医
療
的
ケ
ア
児
の
受

け
入
れ
、
看
護
師
配
置
の
今
後
は
。

 

予
定
は
な
い
が
保
護
者
の
意
向
、

主
治
医
の
意
見
を
考
慮
し
支
援
す
る
。

さ
く
ら
会

市
民
ネ
ッ
ト

　
　

ワ
ー
ク

日
本
共
産
党

の
ぞ
み

代
表
質
問

一 質般 問
　２月定例会では、２月２６日から３月１日までの４日
間にわたり、一般質問を行い、市政に対し活発な議論が
展開されましたので、その一部を掲載します。

　詳細については、市役所１号館２階市政資料室・市内
各図書館にて会議録（５月下旬発行予定）の閲覧、または、
佐倉市議会ホームページの会議録検索システム（５月
下旬配信予定）からご覧いただけます。なお、一般質問の
様子は、佐倉市議会ホームページで録画中継をご覧いた
だけます。

中村孝治（さくら会）※
①市長の政治姿勢
②子育てに優しいまちづくり
③市民が住み続けたいと思えるまちづくり
④安全・安心のまちづくり
⑤市民生活に影響する制度改正
⑥来年度以降の継続課題

大野博美（市民ネットワーク）
①市長の政治姿勢について
②佐倉東高定時制と佐倉南高全日制の廃止について
③神門地区再生土埋め立てについて
④国保の都道府県単位化について

萩原陽子（日本共産党）
①市長が情熱を傾ける施策は何か
②公民館有料化と運営について
③学童保育の運営について

橋岡協美（のぞみ）【徳永由美子】※
①平成３０年度予算と市長の政策について
②公共施設とインフラの維持整備について
③自治会・町内会の課題と市民協働について
④高齢者福祉と幸齢社会の実現について
⑤子育て支援と定住人口の増加について

久野妙子（公明党）
①安心して最後まで佐倉市に住み続けるための施策について
②児童虐待防止について

岡村芳樹（公明党）
①東京オリンピック・パラリンピックへ向けた取り組みについて
②公共施設の整備等について

藤崎良次
①市長の政治姿勢（新年度予算の特色、市の加入保険、公民館の有料化、喫煙
と健康、学校教育と刑法、障害者の生活他）

望月圧子（さくら会）
①地域経済の活性化について ③障がい者支援について
②地球温暖化対策について ④自治会の活性化について

石渡康郎（さくら会）
①少子化対策について

平野裕子（さくら会）
①子育て支援について ③交通空白地域の対策について
②公共施設のあり方について

冨塚忠雄
①市長の政治姿勢について
②国民健康保険の制度改正に伴う佐倉市への影響について
③子ども・子育て支援法改正案による佐倉市への影響について
④佐倉市コミュニティバスの試験運行に関して

高木大輔（さくら会）
①佐倉南高校三部制案について ③エントランスギャラリーについて
②議会提案について ④施設整備について

木崎俊行（日本共産党）
①「再生土」等による開発行為と環境アセスメント
②「貧困と格差」解消のために
③市内高校の統廃合について

伊藤壽子（市民ネットワーク）
①個人情報保護について ③公共施設利用の公平性について
②ワクチン問題について 

五十嵐智美（市民ネットワーク）
①困難を抱える子どもの支援について
②困窮者自立支援制度について
③公民館有料化について
④高齢者が在宅で暮らすための取り組みについて

敷根文裕（さくら会）
①佐倉市の人口減少について
②シティプロモーションについて
③公共交通のあり方について
④スポーツと健康に視点を置いたまちづくりについて

※は持ち時間１時間、それ以外は30分。（　）内は会派名。
　【　】内は関連質問した同じ会派の議員。

◎上記の通告内容は、質問者から議長に文書で通告のあった内容に従い、
　大項目のみ掲載しています。

代表質問

個人質問

市政に関する

一 般 質 問 通 告 要 旨
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公
明
党　

久く

野の

妙た
え

子こ

安
心
し
て
最
後
ま
で
佐
倉
市
に
住
み

続
け
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て

 

「
低
所
得
高
齢
者
等
住
ま
い
・

生
活
支
援
モ
デ
ル
事
業
」
の
優
良
事

例
を
行
う
「
福
岡
市
」
を
視
察
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に

配
置
さ
れ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、

高
齢
者
の
入
居
に
協
力
す
る
不
動
産

業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
と
高
齢
者
を

結
び
付
け
、
入
居
後
の
安
否
確
認
や

日
常
生
活
支
援
、
権
利
擁
護
、
死
後

事
務
な
ど
各
種
の
支
援
が
人
生
の
最

後
ま
で
届
く
よ
う
に
し
て
い
る
。
佐

倉
市
で
も
福
岡
市
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
必
要
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

 

ひ
と
り
暮
ら
し
や
生
活
に
困
窮

す
る
高
齢
者
へ
の
支
援
は
重
要
な
課

題
で
あ
る
。
先
進
的
な
取
り
組
み
の

状
況
や
効
果
な
ど
研
究
し
て
い
く
。

児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て

 

虐
待
の
お
そ
れ
や
孤
立
し
が
ち

な
家
庭
な
ど
に
対
し
民
間
団
体
の
活

用
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
対
症

療
法
的
な
支
援
か
ら
予
防
的
支
援
へ

と
養
育
支
援
訪
問
事
業
を
拡
充
す
る

考
え
は
な
い
か
伺
う
。

 

利
用
者
の
推
移
を
見
守
り
検
討

し
て
い
く
。

公
明
党　

岡お
か

村む
ら

芳よ
し

樹き

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
の
取
り
組
み

 

開
幕
ま
で
あ
と
２
年
５
カ
月
、

ま
す
ま
す
開
催
機
運
が
高
ま
る
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
象
徴
で
あ
る
聖
火
リ

レ
ー
コ
ー
ス
に
、
ぜ
ひ
佐
倉
市
が
選

ば
れ
る
よ
う
に
議
会
と
執
行
部
が
一

丸
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
べ
き
。
当

市
は
、
先
の
東
京
五
輪
で
リ
レ
ー
コ

ー
ス
に
選
ば
れ
、
市
内
の
中
学
生
が

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
と
な
り
大
変
に
盛
り

上
が
っ
た
と
聞
く
。
も
う
一
度
聖
火

リ
レ
ー
の
コ
ー
ス
と
な
り
、
市
民
の

方
と
一
緒
に
盛
り
上
が
り
た
い
と
願

っ
て
い
る
。
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

 

聖
火
リ
レ
ー
は
、
被
災
地
を
初

め
全
国
各
地
を
め
ぐ
り
、
日
本
全
国

で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
関
心
を
高
め
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
大
会
組
織
委

個
人
質
問

員
会
は
各
都
道
府
県
に
ル
ー
ト
案
等

の
検
討
を
行
う
聖
火
リ
レ
ー
実
行
委

員
会
の
設
置
を
要
請
し
、
現
在
千
葉

県
も
準
備
中
と
伺
う
。
先
の
東
京
五

輪
で
、
佐
倉
市
が
聖
火
リ
レ
ー
コ
ー

ス
に
選
ば
れ
て
お
り
、
再
び
聖
火
が

市
内
を
駆
け
抜
け
、
市
民
の
皆
様
に

感
動
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
積
極

的
に
取
り
組
む
。

藤ふ
じ
さ
き
り
ょ
う
じ

崎
良
次

『
喫
煙
と
健
康
』
タ
バ
コ
の
害

 

全
国
の
年
間
死
者
推
定
は
受
動

喫
煙
１
万
５
千
人
、
能
動
喫
煙
12
万

〜
13
万
人
で
あ
る
。
佐
倉
市
内
で
の

死
者
数
は
人
口
比
推
定
で
は
何
人
か
。

 

平
成
26
年
人
口
比
で
は
、
受
動

喫
煙
の
死
亡
数
は
約
20
人
、
能
動
喫

煙
の
死
亡
数
は
約
１
８
０
人
と
な
る
。

 

超
過
医
療
費
は
年
間
１
・
７
兆

円
と
計
算
さ
れ
て
お
り
、
佐
倉
市
内

で
は
幾
ら
と
推
定
で
き
る
か
。

 

平
成
17
年
度
人
口
比
で
単
純
試

算
す
る
と
約
23
億
円
と
な
る
。

職
員
採
用
試
験
問
題
の
公
開

 

採
用
試
験
問
題
が
公
開
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
筆
記
試
験
問
題
に
誤

り
が
あ
っ
て
も
指
摘
で
き
な
い
が
。

 

印
旛
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
を
通
じ
、
千
葉
県
市
町
村
総
合

事
務
組
合
に
公
表
に
つ
い
て
検
討
を

お
願
い
す
る
。

学
校
で
の
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

 

モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
人
の

姿
、
形
を
け
な
す
等
倫
理
に
反
し
た

嫌
が
ら
せ
で
あ
る
。
そ
の
指
導
は
。

 

人
の
嫌
が
る
行
為
は
人
権
侵
害

に
な
り
、
い
じ
め
行
為
に
も
つ
な
が

る
の
で
連
携
を
図
り
指
導
し
て
い
る
。

さ
く
ら
会　

望も
ち

月づ
き

圧あ
つ

子こ

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て

 

地
域
経
済
の
活
性
化
に
よ
り
雇

用
を
創
出
し
、
安
心
し
て
働
け
る
こ

と
で
若
い
世
代
に
も
選
ば
れ
る
市
と

し
て
発
展
し
て
い
く
と
考
え
る
が
、

近
年
、
法
人
市
民
税
が
減
額
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
る
要
因
は
。

 

法
人
市
民
税
の
一
部
を
国
税
化

し
、
地
方
交
付
税
の
財
源
と
す
る
税

制
改
正
が
実
施
さ
れ
、
法
人
税
割
が

９
・
７
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
ま

た
、
外
国
税
額
控
除
に
よ
る
影
響
も

あ
る
が
、
市
の
法
人
数
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
税
収
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

 

先
日
視
察
し
た
、
中
小
企
業
相

談
所
、
富
士
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ｆ
‐
Ｂ
ｉ
ｚ
」
は
、
具
体
的
な
解

決
策
を
提
示
し
、
結
果
に
こ
だ
わ
る

支
援
を
行
い
企
業
の
売
り
上
げ
ア
ッ

プ
に
貢
献
し
て
い
る
が
、
本
市
に
お

い
て
も
有
効
で
は
。

 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
デ
ザ
イ
ン
、

販
路
開
拓
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
各
専
門
家
に
よ
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
か
つ
継
続
的
で
質
の

高
い
支
援
で
、
全
国
で
も
高
い
成
果

を
挙
げ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も

引
き
続
き
調
査
、
研
究
を
し
て
い
く
。

さ
く
ら
会　

石い
し
わ
た渡
康や

す
お郎

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

 

市
長
が
目
指
し
て
い
る
少
子
化

対
策
と
そ
の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

 

少
子
化
対
策
は
子
育
て
支
援
に

と
ど
ま
ら
ず
、
住
宅
施
策
を
含
め
た

生
活
環
境
の
向
上
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
の
推
進
な
ど
、
全
庁
横
断

的
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
。

 

佐
倉
市
が
誇
る
公
教
育
の
良
さ

は
何
か
伺
う
。

 

思
考
力
や
判
断
力
、
学
び
に
向

か
う
力
を
育
て
る
取
り
組
み
、
佐
倉

の
自
然
や
文
化
歴
史
を
題
材
に
し
た

郷
土
の
よ
さ
を
学
ぶ
学
習
の
取
り
組

み
、
い
じ
め
や
外
国
語
活
動
の
指
導

改
善
と
食
育
指
導
の
積
極
的
な
取
り

組
み
を
着
実
に
行
う
こ
と
で
、
社
会

で
活
躍
で
き
る
強
い
人
間
と
し
て
成

長
し
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

 

定
住
化
の
た
め
に
、
新
築
住
宅

を
望
む
方
も
多
く
お
ら
れ
る
。
計
画

人
口
５
千
人
と
い
わ
れ
る
寺
崎
土
地

区
画
整
理
地
区
の
入
居
状
況
は
。

 

寺
崎
土
地
区
画
整
理
地
区
の
人

口
は
平
成
30
年
１
月
末
現
在
１
４
８

９
人
、
そ
の
う
ち
30
歳
代
の
人
口
は

４
７
９
人
で
率
に
し
て
32
％
と
な
る
。

さ
く
ら
会　

平ひ
ら

野の

裕ゆ
う

子こ

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

 

小
学
校
入
学
時
に
お
け
る
医
療

的
ケ
ア
児
を
含
む
支
援
が
必
要
な
児

童
の
受
け
入
れ
態
勢
は
。

 

医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
児

童
に
は
、
児
童
の
実
態
と
学
校
の
実

情
を
踏
ま
え
、
保
護
者
と
共
通
理
解

を
図
り
な
が
ら
受
け
入
れ
態
勢
を
整

え
る
な
ど
の
支
援
を
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
現
在
、
保
護
者
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
個
別
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
、
児
童
の
様
態
、
保

護
者
の
意
向
、
主
治
医
の
考
え
な
ど

を
考
慮
し
適
切
な
支
援
を
行
う
。

公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

 

本
庁
舎
は
建
設
か
ら
50
年
近
く

た
ち
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
の

視
点
か
ら
も
、
新
庁
舎
の
建
設
は
早

け
れ
ば
早
い
ほ
ど
維
持
管
理
に
係
る

経
費
の
削
減
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
る
が
。

 

新
庁
舎
建
設
の
検
討
に
つ
い
て

は
、
現
在
建
築
保
全
セ
ン
タ
ー
主
催

の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
研
究
会
へ
の
参
加

や
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
研
究
等

を
進
め
て
い
る
。
引
き
続
き
他
自
治

体
の
庁
舎
の
建
て
か
え
動
向
の
研
究

な
ど
、
多
角
的
な
検
討
を
進
め
る
。

冨と
み

塚づ
か

忠た
だ

雄お

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
制
度
改
正

に
伴
う
佐
倉
市
へ
の
影
響
に
つ
い
て

 

千
葉
県
は
、
２
月
６
日
、
２
０

１
８
年
度
の
１
人
当
た
り
平
均
保
険

料
が
２
０
１
６
年
度
比
で
７
９
１
円

上
が
る
10
万
１
１
３
１
円
に
な
る
と

の
算
定
結
果
を
発
表
し
た
。
各
市
町

村
は
、
県
が
算
定
し
た
保
険
料
を
も

と
に
保
険
料
を
定
め
、
運
営
主
体
を

市
町
村
か
ら
県
に
移
管
し
、
広
域
の

運
営
に
な
る
よ
う
だ
が
、
保
険
料
を

含
め
、
佐
倉
市
に
お
け
る
影
響
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

 
国
保
税
の
税
率
は
広
域
に
な
っ

て
も
県
内
で
統
一
と
は
な
ら
ず
、
従

前
ど
お
り
市
町
村
ご
と
に
条
例
で
定

め
る
こ
と
に
な
る
。
佐
倉
市
で
は
、

今
の
と
こ
ろ
改
定
す
る
必
要
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
広
域
化
に

な
っ
て
も
、
被
保
険
者
証
の
交
付
な

ど
、
資
格
管
理
、
国
保
税
の
決
定
、

賦
課
徴
収
、
保
険
給
付
な
ど
、
現
在

行
っ
て
い
る
各
種
手
続
や
窓
口
業
務

な
ど
は
引
き
続
き
市
で
行
い
、
市
民

の
方
に
対
す
る
保
険
税
や
サ
ー
ビ
ス

に
関
し
大
き
な
影
響
は
な
い
。

さ
く
ら
会　

高た
か

木ぎ

大だ
い

輔す
け

佐
倉
南
高
校
三
部
制
案
に
つ
い
て

 

佐
倉
東
高
校
定
時
制
の
募
集
を

停
止
し
、
佐
倉
南
高
校
に
三
部
制
高

校
を
設
置
す
る
案
に
関
し
て
、
全
日

制
と
三
部
制
の
相
違
な
ど
、
わ
か
り

づ
ら
い
点
が
あ
る
と
思
う
が
、
今
後

の
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

 

当
該
高
校
と
各
中
学
校
が
連
携

を
密
に
図
り
、
新
た
に
生
じ
た
変
化

に
つ
い
て
進
路
指
導
を
通
し
て
し
っ

か
り
と
対
応
す
る
も
の
と
考
え
る
。

自
動
販
売
機
の
活
用
に
つ
い
て

 

災
害
支
援
機
能
や
防
犯
カ
メ
ラ
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
付
き
の
自
販
機
も
設
置
可
能

で
あ
る
。
28
年
度
、
市
の
自
販
機
収

益
は
７
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

設
置
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

各
施
設
の
状
況
を
勘
案
し
、
利

便
性
の
向
上
や
収
益
の
確
保
の
観
点

か
ら
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て

 

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
や
洗
面
所

が
老
朽
化
に
よ
り
使
用
禁
止
に
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、

今
後
ど
の
よ
う
な
整
備
を
行
う
の
か
。

 

ト
イ
レ
も
含
め
、
施
設
全
体
の

一
元
的
な
不
具
合
状
況
の
把
握
を
進

め
、
計
画
的
な
修
繕
に
努
め
て
い
く
。

日
本
共
産
党　

木き

崎ざ
き

俊と
し

行ゆ
き

県
も
業
者
も
こ
れ
で
信
頼
で
き
る
か

 

神
門
地
区
埋
め
立
て
土
壌
か
ら

環
境
基
準
を
超
え
る
物
質
が
検
出
。

県
の
全
量
撤
去
指
導
を
業
者
は
よ
し

と
せ
ず
再
検
査
す
る
。
県
は
こ
の
申

し
出
を
認
め
る
方
向
だ
が
よ
い
の
か
。

 

県
は
当
初
か
ら
安
全
が
確
認
さ

れ
れ
ば
部
分
撤
去
も
あ
る
と
説
明
。

 

業
者
、
県
と
も
再
検
査
を
行
う

会
社
名
す
ら
非
公
開
。
こ
れ
で
は
信

頼
で
き
な
い
。
県
に
全
量
撤
去
の
指

導
を
命
令
に
す
る
よ
う
意
見
す
べ
き
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
環
境
ア
セ
ス

 

太
陽
光
発
電
推
進
と
自
然
保
護

住
環
境
を
守
る
観
点
で
、
我
孫
子
市

の
「
手
続
に
関
す
る
条
例
」
が
当
市

で
も
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 
当
市
で
は
景
観
計
画
の
中
で
、

基
準
を
設
定
。
当
面
こ
の
基
準
で
適

正
な
設
置
を
図
る
。

 

事
業
者
へ
「
地
域
住
民
へ
の
説

明
」
を
求
め
る
条
例
が
必
要
だ
。

生
活
保
護
費
削
減
は
や
め
よ

 

政
府
は
最
大
５
％
の
生
活
扶
助

基
準
引
き
下
げ
方
針
決
定
、
非
課
税

世
帯
を
基
準
と
す
る
制
度
に
影
響
は
。

 

諸
事
業
や
制
度
に
で
き
る
限
り

影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
働
き
か
け
る
。

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

伊い
と
う藤
壽と

し
こ子

個
人
番
号
未
記
入
で
も
問
題
な
し

 

確
定
申
告
や
高
額
療
養
費
還
付
、

生
活
保
護
、
児
童
扶
養
手
当
等
の
申

請
時
、
個
人
番
号
が
未
記
入
で
あ
っ

て
も
問
題
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
い
。

 

手
続
に
支
障
は
な
い
。

 

電
子
デ
ー
タ
で
あ
っ
て
も
特
別

徴
収
税
額
決
定
通
知
書
に
番
号
を
記

載
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。

 

市
が
発
送
す
る
通
知
書
に
は
個

人
番
号
を
記
載
し
て
い
な
い
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
被
害
問
題

 

ハ
ン
マ
ー
で
殴
ら
れ
る
よ
う
な

激
し
い
頭
痛
、
ナ
イ
フ
で
切
り
裂
か

れ
る
よ
う
な
筋
肉
痛
、
関
節
痛
、
睡

眠
障
害
、
光
過
敏
、
不
随
意
運
動
だ

け
で
な
く
、
文
字
が
わ
か
ら
な
い
・

計
算
が
で
き
な
い
学
習
障
害
、
親
が

わ
か
ら
な
く
な
る
記
憶
障
害
な
ど
深

刻
な
副
反
応
を
１
人
が
30
〜
40
も
抱

え
、
日
々
症
状
が
変
わ
る
こ
と
を
厚

労
省
の
接
種
・
希
望
者
用
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
で
説
明
し
て
い
な
い
。
佐
倉
市

独
自
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

接
種
前
に
情
報
を
提
供
す
べ
き
。

 

現
在
、
接
種
希
望
者
に
は
保
健

師
が
副
反
応
な
ど
の
リ
ス
ク
も
含
め

詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

五い
が
ら
し
と
も
み

十
嵐
智
美

困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
の
支
援

 

全
国
の
自
治
体
で
子
ど
も
の
生

活
実
態
調
査
が
行
わ
れ
、
貧
困
に
よ

る
健
康
、
学
習
意
欲
、
経
験
等
に
影

響
が
あ
る
と
の
報
告
。
市
の
状
況
は
。

 

生
活
保
護
受
給
率
等
既
存
デ
ー

タ
は
国
県
よ
り
良
い
が
一
定
数
の
子

ど
も
が
困
難
を
抱
え
て
い
る
と
認
識
。

 

大
田
区
は
小
学
５
年
と
保
護
者

の
調
査
、
明
石
市
で
は
全
て
の
子
ど

も
を
対
象
に
子
ど
も
食
堂
の
展
開
等
、

自
治
体
独
自
の
貧
困
対
策
を
実
施
。

デ
ー
タ
だ
け
で
な
く
子
ど
も
た
ち
の

実
情
を
把
握
し
、
施
策
の
充
実
や
新

規
事
業
の
取
り
組
み
が
必
要
で
は
。

 

関
係
各
課
で
情
報
を
共
有
し
、

き
め
細
か
い
対
応
に
努
め
て
い
る
。

 

島
田
市
は
フ

※

ー
ド
バ
ン
ク
と
連

携
し
、
困
窮
家
庭
に
夏
休
み
の
食
糧

を
支
援
し
子
育
て
世
帯
を
相
談
に
つ

な
げ
る
事
業
を
福
祉
課
中
心
で
教
育

委
員
会
と
共
に
実
施
。
市
の
現
状
は
。

 

関
係
部
署
連
携
で
支
援
を
実
施
。

 

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
中
心
を

担
う
専
任
の
担
当
が
必
要
。
ど
う
か
。

 

少
子
化
担
当
が
明
石
市
の
事
例

を
含
め
調
査
研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

 

福
祉
の
視
点
を
入
れ
た
対
応
を
。

さ
く
ら
会　

敷し
き

根ね

文ふ
み

裕ひ
ろ

佐
倉
市
の
人
口
減
少
に
つ
い
て

 

内
閣
府
か
ら
提
供
さ
れ
た
佐
倉

市
の
年
齢
別
階
層
社
会
動
態
を
見
る

と
、
若
者
世
代
の
転
出
が
大
幅
に
超

過
し
、
こ
の
10
年
で
は
15
歳
か
ら
30

歳
の
世
代
は
７
８
２
３
人
減
少
し
て

い
る
。
こ
の
世
代
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
施
策
を
検
討
し
て
い
る
か
伺
う
。

 

歴
史
、
自
然
、
文
化
を
活
用
し

た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

し
て
イ
メ
ー
ジ
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

 

若
者
に
対
し
て
は
高
校
、
大
学

を
卒
業
後
、
市
内
に
10
年
以
上
住
ん

で
も
ら
え
れ
ば
返
還
不
要
の
「
ぶ
り

奨
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
、
官
民
連

携
し
て
地
域
で
若
者
を
支
え
る
独
自

の
奨
学
金
を
設
け
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

全
国
の
独
自
奨
学
金
の
事
例
を

調
査
、
研
究
し
て
い
く
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

 

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、

地
域
再
生
、
観
光
振
興
、
住
民
協
働

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
概
念
が
含
ま
れ
て

い
る
。
専
門
の
組
織
づ
く
り
や
民
間

の
人
材
登
用
も
検
討
す
べ
き
で
は
。

 

新
し
い
組
織
や
外
部
か
ら
の
人

材
登
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

個
人
質
問

品
質
に
問
題
は
な
い
が
、
廃
棄

せ
ざ
る
を
得
な
い
食
品
を
企
業

等
か
ら
寄
附
し
て
も
ら
い
、
必

要
と
し
て
い
る
人
に
無
償
で
届

け
る
活
動
。

用
語
解
説

※【
フ
ー
ド
バ
ン
ク
】
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議
案
番
号

議　案　名
議
決
結
果

会
派 さくら会 公明党 市民ネット

ワーク のぞみ 日本
共産党

会派に
属さない議員

№ 4 6 7 8 10 17 18 22 23 24 26 27 28 9 16 21 25 13 14 15 2 11 3 12 1 5 19 20

議 

員

敷
根
文
裕

望
月
圧
子

高
木
大
輔

平
野
裕
子

爲
田
　
浩

石
渡
康
郎

村
田
穣
史

川
名
部
実

山
口
文
明

櫻
井
道
明

押
尾
豊
幸

清
宮
　
誠

中
村
孝
治

久
野
妙
子

小
須
田
稔

岡
村
芳
樹

森
野
　
正

大
野
博
美

伊
藤
壽
子

五
十
嵐
智
美

徳
永
由
美
子

橋
岡
協
美

木
崎
俊
行

萩
原
陽
子

斎
藤
明
美

山
本
英
司

藤
崎
良
次

冨
塚
忠
雄

　市　長　提　出　議　案　　※白抜き数字は諮問番号　

1 平成３０年度佐倉市一般会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × ○ ○ × ×
2 平成３０年度佐倉市国民健康保険特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × ○ ○ ○ ×
3 平成３０年度佐倉市公共用地取得事業特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 平成３０年度佐倉市農業集落排水事業特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 平成３０年度佐倉市介護保険特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ×
6 平成３０年度佐倉市災害共済事業特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 平成３０年度佐倉市後期高齢者医療特別会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × ○ ○ ○ ×
8 平成３０年度佐倉市水道事業会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9 平成３０年度佐倉市下水道事業会計予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 平成２９年度佐倉市一般会計補正予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
11 平成２９年度佐倉市公共用地取得事業特別会計補正予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12 平成２９年度佐倉市農業集落排水事業特別会計補正予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
13 平成２９年度佐倉市介護保険特別会計補正予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
14 平成２９年度佐倉市災害共済事業特別会計補正予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
15 平成２９年度佐倉市後期高齢者医療特別会計補正予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × ○ ○ ○ ×
16 佐倉市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
17 佐倉市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × ○ ○ ○ ×
18 佐倉市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × ○ ○ ○ ×

19 佐倉市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 佐倉市防災会議条例の一部を改正する条例の制定
について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ × ×
可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × ○ ○ × ×

21 佐倉市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 佐倉市指定地域密着型サービス基準条例の一部を改正する条例の制定
について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ×

23 佐倉市指定地域密着型介護予防サービス基準条例の一部を改正する条
例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × ○ ○ ○ ×

24 佐倉市指定介護予防支援等の事業に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ×

25 佐倉市さくらんぼ園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条
例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 佐倉市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 佐倉市文化振興のための基金の設置、管理及び処分に関する条例の一
部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 佐倉草ぶえの丘の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の
制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 佐倉市飯野台観光振興施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 佐倉市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

31 佐倉市住宅新築資金等貸付事業基金の設置、管理及び処分に関する条
例を廃止する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 佐倉市道路線の認定について 
(臼井地先及び臼井田地先の１路線を佐倉市道として認定するもの） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33 佐倉市道路線の認定について 
(上座地先及びユーカリが丘地先の４路線を佐倉市道として認定するもの） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34 佐倉市道路線の認定について 
(上志津地先及び中志津地先の６路線を佐倉市道として認定するもの） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 佐倉市道路線の変更について 
(城内町地先の１路線の終点を変更するもの） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 固定資産評価審査委員会委員の選任について 
(稲垣富代（いながき・とみよ）氏を選任するもの） 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 人権擁護委員候補者の推薦について 
(岡野敦（おかの・あつし）氏を再度推薦するもの） 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 人権擁護委員候補者の推薦について 
(松崎裕美子（まつざき・ゆみこ）氏を再度推薦するもの） 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　議　員　提　出　議　案　　※数字は発議案番号　

1 裁量労働制及びその拡大に反対する意見書 否 × × × × × × × × × 議 × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ × × ○ ○
2 所有者不明の土地利用を求める意見書 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 バリアフリー法の改正及びその円滑な施行を求める意見書 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 佐倉南高校全日制と佐倉東高校定時制の存続を求める意見書 否 × × × × × × × × × 議 × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○
5 日米地位協定の抜本的改正を求める意見書 否 × × × × × × × × × 議 × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ × × ○ ○
6 辺野古新基地建設予定地の活断層問題の究明を求める意見書 否 × × × × × × × × × 議 × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ × × ○ ○
7 生活保護費の引き下げ中止を求める意見書 否 × × × × × × × × × 議 × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ × × ○ ○

8 「( 仮称 ) 千葉県再生土等の適正な埋立て等の確保に関する条例骨子案」
と、その条例化において適用除外を求める意見書 否 × × × × × × × × × 議 × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ × × ○ ○

9 再生可能自然エネルギーの普及、促進のため「太陽光発電設備の適正
な設置を図るための手続に関する条例」の制定を求める意見書 否 × × × × × × × × × 議 × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ × × ○ ○

平成30年2月定例会 議案賛否一覧　 議決結果欄	 可 可　決　否 否　決　同 同　意
	 ◯ 賛　成　× 反　対　議 議　長

( 修正案）

( 修正案を除く原案）
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「
議
案
第
１
号
の
平
成
30
年
度
佐
倉

市
一
般
会
計
予
算
案
、
議
案
第
２
号

か
ら
議
案
第
９
号
ま
で
の
佐
倉
市
特

別
会
計
並
び
に
公
営
企
業
会
計
予
算

案
に
つ
い
て
」

　

平
成
30
年
度
佐
倉
市
一
般
会
計
の

予
算
規
模
は
４
８
１
億
１
１
０
０
万

円
で
、
平
成
29
年
度
当
初
予
算
と
比

較
す
る
と
、
12
億
１
９
０
０
万
円
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
く
ら
会
と
し
て
は
、
こ
の
当
初

予
算
案
に
つ
い
て
、
次
の
２
つ
の
観

点
か
ら
検
討
し
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
普
通
交
付
税
の
錯
誤

措
置
分
の
返
還
に
係
る
減
額
か
ら
通

常
ベ
ー
ス
に
回
復
を
す
る
も
の
の
、

市
税
収
入
は
減
少
が
見
込
ま
れ
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く

中
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
担
保

し
つ
つ
、
市
民
の
皆
様
の
生
活
の
安

全
と
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準

が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
点
。

　

二
つ
目
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
と
い
う
喫
緊
の
課
題
に
対
し
て
、

定
住
人
口
の
維
持
・
増
加
を
目
的
に

策
定
さ
れ
た
『
第
４
次
佐
倉
市
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
』
並
び
に
『
佐

倉
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
』
に
基
づ
き
、
市
の
将
来
発

展
に
資
す
る
予
算
と
な
っ
て
い
る
か

と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
ま
し
た
。

　

予
算
の
内
容
と
し
て
は
、
経
常
的

な
経
費
で
あ
る
扶
助
費
が
障
害
者
介

護
給
付
費
や
保
育
園
入
園
委
託
料
な

ど
の
福
祉
施
策
が
増
額
と
な
っ
て
お

り
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
必
要
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
は
確
保
さ
れ
て

い
る
と
認
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
防

災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
図
る

防
災
施
設
整
備
事
業
や
、
集
中
豪
雨

に
よ
る
浸
水
被
害
に
対
応
す
る
た
め

の
都
市
排
水
路
改
修
事
業
な
ど
、
災

害
に
対
す
る
備
え
と
し
て
、
市
民
の

安
全
安
心
な
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る

も
の
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

財
源
が
限
ら
れ
る
中
、
歳
入
規
模

に
見
合
っ
た
予
算
編
成
と
な
ら
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
が
、
市
民
福
祉
の
向
上

に
必
要
な
施
策
が
停
滞
す
る
こ
と
な

く
着
実
に
実
施
で
き
る
予
算
措
置
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
住
人

口
の
維
持
・
増
加
を
図
る
た
め
の
重

点
施
策
に
つ
い
て
も
、
佐
倉
の
魅
力

を
発
信
す
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
や
、
定
住
人
口
の
増
加
と
空

き
家
の
利
活
用
を
図
る
住
生
活
基
本

計
画
推
進
事
業
、
子
育
て
支
援
施
策

と
し
て
は
、
産
婦
健
康
診
査
事
業
や

市
内
５
か
所
目
と
な
る
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
教
育

関
係
で
は
、
小
中
学
校
等
の
普
通
教

室
へ
の
空
調
設
備
の
導
入
を
進
め
る

ほ
か
、
（
仮
称
）
佐
倉
図
書
館
等
新

町
活
性
化
複
合
施
設
整
備
事
業
な
ど
、

佐
倉
市
版
総
合
戦
略
の
実
現
に
向
け
、

必
要
な
予
算
に
も
配
慮
さ
れ
て
い
る

と
評
価
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
を
為
す
、
地

域
自
治
振
興
施
策
に
つ
い
て
は
自
治

会
へ
の
加
入
率
が
減
少
し
て
い
る
中

で
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
は

不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
そ
の
も
の
を
否
定
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
民

の
皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
税
金
を

不
適
切
に
使
用
し
て
良
い
理
由
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
一
般
質
問
の
答
弁
に

お
い
て
、
来
年
度
半
ば
を
目
途
に
市

長
か
ら
地
域
自
治
振
興
施
策
の
抜
本

的
な
見
直
し
を
図
る
と
い
う
話
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
様
が
将

来
に
わ
た
っ
て
住
み
続
け
た
い
と
思

え
る
ま
ち
と
な
る
た
め
の
刷
新
が
実

現
さ
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
勘
案
し
、
さ
く
ら
会
と
し
ま
し
て

は
、
議
案
第
１
号
に
賛
成
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
各
特
別
会
計
並
び
に
公

営
企
業
会
計
予
算
に
つ
い
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
目
的
に
沿
い
、
適
正
な
予

算
措
置
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認

め
、
議
案
第
２
号
か
ら
議
案
第
９
号

に
つ
い
て
も
、
賛
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
毎
年
実
施
す
る
事
業
で
、

対
象
者
や
制
度
に
大
幅
な
変
更
が
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、
積
算
根
拠
を
変

更
し
た
こ
と
で
大
幅
な
減
額
と
な
っ

て
い
る
事
業
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

積
算
根
拠
を
変
更
す
る
こ
と
は
、
経

年
変
化
に
よ
る
実
態
把
握
が
困
難
に

な
る
こ
と
か
ら
、
変
更
し
た
場
合
は
、

基
準
や
理
由
を
明
確
に
説
明
す
る
よ

う
指
摘
し
ま
し
た
。

議
案
第
１
号
「
平
成
30
年
度
佐
倉
市

一
般
会
計
予
算
」
に
賛
成

　

予
算
審
査
に
あ
た
り
、
当
面
避
け

る
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
課
題
と

し
て
３
点
①
国
や
ま
ち
を
構
成
す
る

最
も
基
本
的
な
要
素
で
あ
る
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
に
伴
う
急
激
な
人

口
構
造
の
変
化
へ
の
対
策
②
首
都
直

下
地
震
や
自
然
災
害
へ
の
対
策
③
公

共
施
設
や
道
路
橋
梁
、
上
下
水
道
設

備
な
ど
の
老
朽
化
へ
の
対
応
な
ど
公

共
イ
ン
フ
ラ
へ
の
対
策
。
こ
れ
ら
の

視
点
を
重
視
し
審
査
し
た
。

　

な
か
で
も
小
・
中
学
校
・
幼
稚
園

の
冷
暖
房
設
備
導
入
は
、
13
年
の
長

期
に
わ
た
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
な
る
。

Ｖ

※

Ｆ
Ｍ
と
い
う
公
共
事
業
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ

を
導
入
す
る
際
の
判
断
基
準
を
も
と

に
、
税
金
の
対
価
と
し
て
最
も
価
値

あ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
す
る
と
い
う

概
念
に
基
づ
く
手
法
が
重
要
で
あ
る
。

目
標
達
成
に
は
、
事
業
者
の
見
極
め

が
必
須
と
な
る
。

　

子
供
の
貧
困
対
策
は
、
家
庭
の
問

題
に
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
あ
り
、
多

岐
の
部
局
で
対
応
し
て
い
る
現
状
が

あ
る
。
各
部
局
の
取
り
組
み
を
調
査

し
、
総
合
窓
口
と
し
て
の
一
本
化
が

望
ま
し
い
。
少
子
化
対
策
等
は
、
将

来
的
に
有
効
な
施
策
を
検
討
し
強
力

に
推
進
す
る
組
織
体
制
づ
く
り
が
急

務
で
あ
る
こ
と
等
を
提
言
す
る
。

主
な
反
対
理
由
。
議
案
１
号
①
志
津

コ
ミ
セ
ン
等
公
共
施
設
使
用
料
・
住

民
票
等
手
数
料
の
値
上
げ
、
公
民
館

の
有
料
化
は
市
民
活
動
を
圧
迫
し
、

社
会
教
育
の
主
旨
に
反
す
る
。
②
産

業
ま
つ
り
に
集
団
的
自
衛
権
が
認
め

ら
れ
た
自
衛
隊
の
参
加
。
③
４
月
開

始
の
道
徳
教
科
化
に
伴
う
教
師
用
指

導
書
等
の
予
算
化
。
心
の
領
域
で
あ

る
「
道
徳
」
を
一
つ
の
物
差
し
で
測

り
評
価
す
る
道
徳
の
教
科
化
。
④
八

ッ
場
ダ
ム
事
業
へ
の
出
資
金
・
負
担

金
の
計
上
。 

⑤
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
関
わ
る
予
算
。
⑥
学
校
用
務
員
業

務
委
託
は
直
営
に
戻
す
べ
き
。
⑦
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
予
防
接

種
費
用
の
予
算
計
上
。

議
案
７
・
15
号
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
制
度
の
所
得
割
額
が
今
年
度
５
割

か
ら
２
割
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
来
年

度
は
全
廃
さ
れ
、
負
担
増
と
な
る
。

議
案
２
・
17
・
18
号
国
民
健
康
保
険

制
度
の
広
域
化
に
伴
う
納
付
金
の
予

算
計
上
及
び
条
例
改
正
に
反
対
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算

　

少
子
化
対
策
は
企
画
政
策
と
子
育

て
・
教
育
・
福
祉
の
さ
ら
な
る
連
携

構
築
が
必
要
。
ま
た
「
地
域
に
住
む

人
々
が
自
発
的
に
ま
ち
の
将
来
を
考

え
課
題
解
決
に
取
り
組
む
」
た
め
に

設
立
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、

予
算
に
反
映
さ
れ
て
い
る
審
査
結
果

と
市
の
目
指
す
方
向
性
に
対
し
て
市

民
が
納
得
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
、

市
民
の
立
場
に
立
っ
た
行
政
運
営
を

求
め
る
。
ほ
か
、
公
共
施
設
を
活
用

し
た
新
た
な
歳
入
増
、
産
業
振
興
で

は
事
業
者
が
潤
う
視
点
を
目
的
と
し
、

上
下
水
道
管
工
事
の
復
旧
工
事
と
道

路
補
修
工
事
の
一
本
化
を
求
め
る
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
に
反
対

　

公
民
館
へ
の
券
売
機
導
入
予
算
は

利
用
料
収
入
を
扱
え
る
正
規
職
員
を

増
員
せ
ず
に
有
料
化
す
る
た
め
の
苦

肉
の
策
。
財
源
確
保
を
理
由
と
す
る

有
料
化
で
市
民
の
利
用
が
45
％
も
減

る
と
予
測
し
て
お
り
、
社
会
教
育
の

理
念
に
反
し
高
齢
者
政
策
に
も
逆
行

し
、
市
民
に
背
を
向
け
る
政
策
は
撤

回
す
べ
き
。

　

学
校
用
務
員
は
校
長
や
教
頭
の
指

示
で
仕
事
を
す
る
学
校
の
一
員
で
派

遣
会
社
の
指
示
で
働
く
委
託
社
員
の

身
分
は
偽
装
請
負
が
免
れ
ず
退
職
者

も
絶
え
な
い
。
職
員
と
し
て
直
接
雇

用
に
戻
す
べ
き
。

議
席
１
番

議
案
第
１
号　

平
成
30
年
度
佐
倉
市

一
般
会
計
予
算
に
賛
成

　

温
暖
化
対
策
と
し
て
、
小
中
学
校

普
通
教
室
へ
の
空
調
設
備
導
入
に
つ

い
て
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

小
中
学
校
施
設
改
築
・
改
造
事
業
な

ど
教
育
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
に
向

け
た
検
討
を
要
望
し
ま
す
。議

席
５
番

議
案
第
１
号
平
成
30
年
度
当
初
予
算

に
都
市
部
よ
り
南
部
地
域
ル
ー
ト
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
１
台
増
車
分
の

予
算
が
計
上
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り

平
成
31
年
度
か
ら
充
実
し
た
本
格
運

行
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
交

通
空
白
地
区
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
・
オ

ブ
・
ラ
イ
フ
が
向
上
さ
れ
る
。

議
席
19
番

市
は
退
職
金
最
高
額
を
答
弁
す
べ
き

　

車
に
よ
る
職
員
通
勤
費
は
、
新
年

度
か
ら
加
算
廃
止
で
年
額
２
０
６
０

万
円
減
だ
が
、
国
よ
り
同
７
６
０
万

円
高
い
。
市
は
退
職
金
の
最
高
額
概

略
を
答
弁
し
な
い
。
試
算
す
る
と
、

２
６
０
０
万
円
台
に
年
金
払
い
を
加

え
る
と
２
８
０
０
万
円
以
上
と
な
る
。

議
席
20
番

議
案
20
号
は
佐
倉
市
防
災
会
議
の
委

員
に
陸
上
自
衛
隊
自
衛
官
を
任
命
す

る
条
例
の
制
定
だ
が
、
自
衛
官
を
入

れ
る
と
、
民
主
的
な
意
見
交
換
の
場

に
な
り
に
く
く
、
一
方
的
な
意
見
に

左
右
さ
れ
る
。
憲
法
９
条
で
自
衛
隊

の
存
在
が
問
わ
れ
て
い
る
昨
今
、
慎

重
に
扱
う
べ
き
で
あ
り
反
対
す
る
。

さ
く
ら
会

公
明
党

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

日
本
共
産
党

の
ぞ
み

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

※議席番号と議員名の確認は４ページの議案賛否一覧をご覧ください。

主
な
議
案
の
概
要

会　派　等　の　意　見

　

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
議
案
第
１
号
〜
第
９
号
は
平
成
30

年
度
の
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
の
当
初
予
算
、
議
案
第

10
号
〜
第
15
号
は
平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
と
各
特
別
会
計
の
補
正
予
算
、

議
案
第
16
号
〜
第
31
号
は
条
例
の
制
定
、
議
案
第
32
号
〜
第
34
号
は
市
道
路

線
の
認
定
、
議
案
第
35
号
は
市
道
路
線
の
変
更
、
議
案
第
36
号
は
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
、
諮
問
第
１
号
・
第
２
号
は
人
権
擁
護
委
員

候
補
者
の
推
薦
に
関
す
る
議
案
で
す
。（
な
お
、
議
案
第
１
号
〜
第
９
号
の

概
要
は
、
１
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。）

【
議
案
第
10
号
　
平
成
29
年
度
佐
倉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
】

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
15
億
６
９
６
４
万
７
千
円
を
減
額
す
る
も
の
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
庫
支
出
金
な
ど
の
減
及
び
市
税
な
ど
の
増
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
生
活
保
護
費
等
給
付
事
業
、
井
野
・
酒
々
井
線
外

１
路
線
道
路
改
良
事
業
な
ど
の
ほ
か
、
各
事
業
の
執
行
に
伴
う
計
数
整
理
に

よ
る
減
額
及
び
障
害
者
介
護
給
付
事
業
、
文
化
振
興
積
立
基
金
へ
の
積
み
立

て
に
係
る
文
化
振
興
一
般
事
務
費
な
ど
の
増
額
。

　

継
続
費
の
補
正
は
、
明
神
台
調
整
池
斜
面
対
策
工
事
な
ど
８
件
の
総
額
及

び
年
割
額
の
変
更
。

　

繰
越
明
許
費
の
補
正
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
等
交
付
事
業
の
追
加
。

　

地
方
債
の
補
正
は
、
印
旛
広
域
水
道
用
水
供
給
事
業
出
資
債
な
ど
５
件
の

限
度
額
の
変
更
。

【
議
案
第
20
号
　
佐
倉
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
】

　

佐
倉
市
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
伴
い
、
市
の
防
災
対
策
に
関
係
団
体

等
の
意
見
を
広
く
反
映
さ
せ
る
た
め
、
佐
倉
市
防
災
会
議
の
構
成
員
を
追
加

す
る
も
の
。

（
原　

案
）
陸
上
自
衛
隊
の
自
衛
官
、
自
主
防
災
組
織
の
構
成
員
を
追
加

（
修
正
案
）
陸
上
自
衛
隊
の
自
衛
官
を
追
加

【
議
案
第
21
号
　
佐
倉
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
】

　

第
７
期
高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
計
画
に
お
け
る
65
歳
以
上
の
第
１
号
被

保
険
者
の
介
護
保
険
料
額
に
つ
い
て
改
定
を
す
る
も
の
な
ど
。
内
容
は
、
保

険
料
基
準
額
を
現
行
か
ら
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、
厚
生
労
働
省
令
の
改
正

に
伴
い
保
険
料
額
の
判
定
に
係
る
所
得
金
額
の
基
準
を
一
部
改
正
す
る
も
の

な
ど
。

【
議
案
第
28
号
　
佐
倉
草
ぶ
え
の
丘
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　

草
ぶ
え
の
丘
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、
施
設
使
用
者
の
利
便

性
の
向
上
と
適
正
な
管
理
運
営
を
図
る
た
め
、
草
ぶ
え
の
丘
の
施
設
使
用
料

に
関
す
る
規
定
を
改
め
る
も
の
。

【
議
案
第
31
号
　
佐
倉
市
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
基
金
の
設
置
、
管
理

及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
に
お
い
て
今
後
の
活
用
が
見
込
ま
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
佐
倉
市
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
基
金
を
廃
止
す
る
も
の
。

主
な
議
案
の
概
要

主
な
議
案
の
概
要

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
最
も
重
要
な
概
念
で
あ

り
、
支
払
に
対
し
て
最
も
価
値
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
と
い
う
考
え
方
。

用
語
解
説

※【
Ｖ
Ｆ
Ｍ（
バ
リ
ュ
ー
・
フ
ォ
ー
・

マ
ネ
ー
）】
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6月定例会の予定～議会を傍聴してみませんか～

委　員　会　報　告

総 務 常 任 委 員 会 開催日：平成30年３月５日 ／ 場所：第三委員会室       
           
　議案9件について審査し、その結果は左表のとおりです。
　なお、審査の過程において、次のような意見が出されました。
・ 市民に必要な行政サービスをより多く提供できるよう、事業終了後に速やかな減額補正をするなど、財
　源を有効に活用できる予算の編成に努めていただきたい。
〔委員〕◎山口文明、○石渡康郎、斎藤明美、敷根文裕、山本英司、五十嵐智美、森野正

《審査結果》
議案10 議案11 議案14 議案15 議案16 議案17
可決 可決 可決 可決 可決 可決
議案18 議案19 議案20

可決 可決 修正
可決

文 教 福 祉 常 任 委 員 会 開催日：平成30年３月６日 ／ 場所：第三委員会室

　議案9件について審査し、その結果は左表のとおりです。
　なお、審査の過程において、次のような意見が出されました。
・ 介護サービス利用者が年々増加している現状を踏まえ、施設及び体制の整備等、第７期高齢者福祉・介
　護計画を確実に実施していただきたい。また、今後も引き続き、介護給付費等準備基金を適正に確保す
　るとともに、安定的な介護保険事業の運営に活用していただきたい。
〔委員〕◎押尾豊幸、〇高木大輔、徳永由美子、久野妙子、萩原陽子、冨塚忠雄、川名部実

《審査結果》
議案10 議案13 議案21 議案22 議案23 議案24
可決 可決 可決 可決 可決 可決
議案25 議案26 議案27
可決 可決 可決

経 済 環 境 常 任 委 員 会
《審査結果》
議案10 議案12 議案28 議案29
可決 可決 可決 可決

開催日：平成30年３月７日 ／ 場所：第三委員会室

　議案4件について審査し、その結果は左表のとおりです。
　なお、審査の過程において、次のような意見が出されました。
・佐倉草ぶえの丘のリニューアルオープンに伴い、新設される農産加工室について、設備が有効活用され
　るよう、利用者の拡大に努めていただきたい。
・飯野台観光振興施設に新設される農園を通じて、印旛沼周辺地域の活性化が推進されるよう、サービス
　等の充実に努めていただきたい。
〔委員〕◎清宮誠、○爲田浩、橋岡協美、大野博美、藤崎良次、岡村芳樹、櫻井道明

建 設 常 任 委 員 会
《審査結果》
議案10 議案30 議案31 議案32 議案33 議案34
可決 可決 可決 可決 可決 可決
議案35
可決

開催日：平成30年３月８日 ／ 場所：第三委員会室

　議案7件について審査し、その結果は左表のとおりです。

〔委員〕◎村田穣史、〇平野裕子、木崎俊行、望月圧子、伊藤壽子、小須田稔、中村孝治

※議案は市長提出議案
◎は委員長、○は副委員長

◆議会運営委員会 ５月２９日（火）
◆招集日 ６月　４日（月）午後１時から
◆一般質問 ６月１１日（月）～１４日（木）
◆常任委員会 ６月１８日（月）～２１日（木）
◆最終日 ６月２５日（月） 午後１時から

☆日程は変更になることもありますので、詳細につきましては事務局までお問い
合わせください。　議会事務局  TEL 043-484-6254

■インターネット中継：本会議（招集日・一般質問・最終日）の模様を開催時間
中にライブ中継するほか、開催日のおおむね１週間後から録画中継を配信。

■ＣＡＴＶ議会放映：本会議の模様を開催日の翌日午後５時３０分から放送。
【地上デジタル１０チャンネル、デジタルＣＡＴＶ３０１チャンネル】

　

今
議
会
は
予
算
議
会
と
も
呼
ば
れ
、
平
成

30
年
度
当
初
予
算
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

予
算
委
員
会
で
は
多
岐
に
わ
た
る
事
業
の
中

か
ら
「
包
括
的
な
多
部
局
に
ま
た
が
る
案
件

を
、
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
く
の
か
」
と

い
う
質
問
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
市
民
生

活
の
課
題
の
解
決
に
は
総
合
相
談
窓
口
の
設

置
な
ど
、
市
役
所
は
組
織
横
断
的
な
取
り
組

み
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
広
報
公
聴
委
員　

久
野
妙
子
）

　

議
会
改
革
が
始
ま
っ
て
10
年
。
議
会
基
本

条
例
制
定
、
一
問
一
答
方
式
導
入
、
意
見
交

換
会
開
催
、
議
会
だ
よ
り
に
全
員
の
議
案
賛

否
一
覧
掲
載
、
傍
聴
環
境
改
善
（
傍
聴
席
に

モ
ニ
タ
ー
設
置
、
資
料
配
布
実
施
、
８
月
定

例
会
か
ら
事
前
予
約
で
保
育
も
可
能
）
な
ど

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
後
の
課
題
は
市
民

誰
も
が
参
加
す
る
意
見
交
換
会
な
ど
、
よ
り

開
か
れ
た
議
会
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み
で

す
。

（
広
報
公
聴
委
員　

伊
藤
壽
子
）

佐倉市議会のホームページもご覧ください
◇佐倉市のホームページ
　　　http://www.city.sakura.lg.jp  から

佐倉市議会
をクリック

 

佐倉市議会→佐倉市議会

●会議録が検索できます！
　平成元年以降の本会議の会議録のほか、平成27 年
５月以降の常任委員会や議会運営委員会など委員会
等の会議録も検索することができます。
●インターネット中継を見ることができます！
　本会議の模様を、開催時間中にライブ中継で見る
ことができるほか、開催日のおおむね１週間後から
録画中継を見ることができます。（スマートフォンでも
視聴できます。）

議会の傍聴にぜひお越しください
　議会改革推進委員会において、議場の傍聴環境の充実に関する検討を行い、２
月定例会より、本会議場傍聴席にテレビモニターを設置、車いす専用スペースの
確保、傍聴資料の拡充を行いました。
　また、各常任委員会が議案審査を行う第三委員会室に音響設備を導入しました。
　今後も傍聴しやすい環境づくりに取り組んでまいりますので、ぜひ傍聴にお越
しください。

本会議場傍聴席にテレビモニターを設置委員長から議長へ答申書を渡す様子
左から、押尾議会改革推進委員長、森野副議長、櫻井議長


